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「地域型住宅ブランド化事業」
	に向けて

２０１３年度特集



　

国
土
面
積
の
２
／
３
が
森
林
に
覆
わ
れ
た
日

本
で
は
、
国
土
保
全
の
面
か
ら
も
木
材
を
適
切

に
使
用
し
、
伐
採
・
間
伐
・
植
林
の
「
循
環
型

サ
イ
ク
ル
」
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
木
材
は
断
熱
性
が
高
く
、
調
湿
機
能

が
あ
り
、
製
造
時
の
Ｃ
Ｏ
２
放
出
量
が
少
な

い
こ
と
や
、
炭
素
貯
蔵
量
が
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
人
に
も
環
境
に
も
優
し
い
材
料
と
言

え
ま
す
。
２
０
１
１
年
の
内
閣
府
の
調
査
で

は
、
国
民
の
８
割
が
「
木
造
住
宅
を
選
び
た

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点

か
ら
、
木
材
を
有
効
に
活
用
し
、
建
物
の
木

造
化
・
木
質
化
を
図
る
こ
と
は
、
国
の
重
要

な
施
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
に
新
た
に
定
め
ら
れ
た
「
住

生
活
基
本
計
画
（
全
国
計
画
）」
で
も
、「
木

造
住
宅
供
給
の
促
進
」
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

施
策
と
し
て
は
、
木
材
の
加
工
・
流
通
体
制

の
整
備
、
設
計
者
・
技
能
者
の
育
成
、
技
術

開
発
、
地
域
材
の
活
用
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
築
木
造
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
適

合
率
を
２
０
２
０
年
ま
で
に
１
０
０
％
と
す

る
こ
と
を
目
標
に
、「
住
宅
省
エ
ネ
化
推
進

　

日
本
は
太
古
の
昔
か
ら
木
造
建
築
と
共

に
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
戦
後
は
木
造
建
築

に
と
っ
て
不
遇
と
も
言
え
る
時
代
が
続
き
ま

す
。
木
造
建
築
の
燃
え
や
す
さ
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
規
制
を
受
け
た
の
で
す
。

　

木
造
建
築
に
対
す
る
基
準
法
な
ど
の
緩
和

措
置
は
、
１
９
８
７
年
の
「
建
築
基
準
法
改

正
」
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。「
木
造
３
階
建

て
戸
建
住
宅
や
共
同
住
宅
」
の
建
設
が
相
次

い
で
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
２
０

０
０
年
に
改
正
さ
れ
た
「
建
築
基
準
の
性
能

規
定
化
」
で
す
。
そ
の
結
果
、
必
要
な
耐
火

性
能
が
確
保
で
き
れ
ば
、木
造
建
築
物
で
あ
っ

て
も
、
延
べ
面
積
や
高
さ
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
建
設
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

体
制
強
化
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
木
造
住
宅
生
産
を
担
う
大
工
・
工
務
店

を
対
象
に
、
断
熱
施
工
技
術
な
ど
の
講
習
会

を
全
国
で
行
い
、
20
万
人
の
大
工
技
能
者
に

対
し
講
習
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

木
造
推
進
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
補
助

事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」

は
、「
木
の
い
え
整
備
促
進
事
業
」
を
発
展

さ
せ
継
続
し
た
事
業
で
す
。
地
域
材
を
活
用

し
た
「
木
造
の
長
期
優
良
住
宅
」
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
が
、
地
域
材
の
供
給
か
ら

設
計
、
施
工
、
流
通
ま
で
、
関
連
事
業
者
の

グ
ル
ー
プ
化
を
要
件
と
し
た
こ
と
が
、
以
前

の
事
業
と
は
異
な
っ
て
い
る
点
で
す
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
住
宅
に
関
わ
る
各
事

業
者
の
連
携
が
実
現
し
た
こ
と
が
大
き
な
成

果
と
言
え
ま
す
。
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
事

業
者
が
連
携
し
、
な
お
か
つ
中
小
工
務
店
の

方
々
が
５
社
以
上
連
携
す
る
。
こ
う
し
た
連

携
で
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
情
報
の
共
有
化

が
実
現
し
、
顔
の
見
え
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
地
域

の
住
宅
産
業
活
性
化
の
た
め
に
も
、
非
常
に

重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
ま
で
長
期
優
良
住
宅
の
実
績

の
な
い
工
務
店
で
も
、
グ
ル
ー
プ
化
の
中
で

知
識
・
経
験
を
積
み
重
ね
、
供
給
可
能
に
な

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
ま
す
。

　　

昨
年
度
は
２
回
の
募
集
で
４
７
８
グ
ル
ー

プ
を
採
択
し
ま
し
た
。
採
択
グ
ル
ー
プ
の
結

成
時
期
を
見
る
と
、
２
０
１
２
年
設
立
が

３
０
３
グ
ル
ー
プ
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

を
き
っ
か
け
に
新
た
に
グ
ル
ー
プ
化
が
進
ん

だ
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
補
助
金
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
後
も
多
岐
に
わ
た
る

住
宅
関
連
施
策
や
制
度
へ
の
、
グ
ル
ー
プ
で

の
継
続
的
な
対
応
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
募
集
に
関
し
て
は
、
同
程
度
の

予
算
額
で
実
施
の
予
定
で
す
が
、
公
募
の
細

か
な
内
容
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
す
。
昨
年

度
か
ら
の
変
更
点
は
、
林
野
庁
の
「
木
材
利

用
ポ
イ
ン
ト
」
と
補
助
の
対
象
が
重
な
る
た

め
、
地
域
材
を
主
要
構
造
部
に
過
半
以
上
に

利
用
し
た
際
の
20
万
円
上
乗
せ
が
、
今
年
度

は
休
止
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
採
択
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
要
件
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
検
討
中
で
す
。

　

昨
年
度
の
採
択
評
価
に
お
い
て
重
視
さ
れ

た
視
点
の
一
つ
に
、「
グ
ル
ー
プ
構
成
員
の

連
携
体
制
」
が
あ
り
ま
す
。
評
価
委
員
会
が

不
採
択
の
主
な
理
由
と
し
て
上
げ
て
い
る
の

は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
特
徴
が
判
然
と
し
て

い
な
い
、
合
意
形
成
プ
ロ
セ
ス
が
不
明
確
、

な
ど
で
す
。
応
募
に
当
た
っ
て
は
、
グ
ル
ー

プ
と
し
て
の
連
携
体
制
や
役
割
分
担
、
合
意

形
成
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
材
を
活
用
し
た「
木
造
の
長
期
優
良
住
宅
」を
支
援
す
る「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」は
、
２
０
１
３
年
度
も
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
特
集
で
は
、
国
の
木
造
建
築
推
進
施
策
を
踏
ま
え
、「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」へ
の
取
り
組
み
方
を
考
察
す
る
。

「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」に
向
け
て

２
０
１
３
年
度

川
上
か
ら
川
下
ま
で
の

連
携
が
地
域
の
住
宅
産
業
を

活
性
化
さ
せ
る

建築物の木造化の流れ

特
集

｢

官
公
庁
建
築
物
の
不
燃
化
」決
議

規
制
の
時
代

　
火
災
消
失
の
多
か
っ
た
官
公
庁
は
「
不
燃
建
築
を
原

則
と
す
る
」
と
、
国
会
で
決
議
さ
れ
る
。
１
９
５
９
年

に
は
日
本
建
築
学
会
も
、「
防
火
、
耐
風
水
害
の
た
め
の

木
造
禁
止
」
を
大
会
決
議
と
し
て
打
ち
出
す
。
戦
後
40

年
間
、
木
造
建
築
物
の
不
遇
と
も
言
え
る
時
代
が
続
く
。

１９５０年
規
制
緩
和
の
時
代

都
市
部
の「
木
造
３
階
建
て
戸
建
住
宅
」解
禁

 「
建
築
基
準
法
改
正
」
で
、一
定
の
技
術
基
準
に
適
合
す

る
「
木
造
３
階
建
て
戸
建
住
宅
」
が
、
準
防
火
地
域
で

建
設
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
材
料
や
部
材
に
関
す
る

試
験
結
果
を
積
み
重
ね
、
実
際
の
大
火
災
実
験
を
行
っ

て
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
い
た
規
制
緩
和
で
あ
る
。

１９８７年
推
進
の
時
代

相
次
ぐ「
木
造
住
宅
推
進
事
業
」

　
地
域
の
木
造
住
宅
市
場
の
活
性
化
を
支
援
す
る
「
地

域
木
造
住
宅
市
場
活
性
化
推
進
事
業
」（
２
０
０
８
〜

10
年
）、
木
造
の
長
期
優
良
住
宅
の
取
り
組
み
を
補
助

す
る「
長
期
優
良
住
宅
普
及
促
進
事
業
」（
２
０
０
９
年
）

と
「
木
の
い
え
整
備
促
進
事
業
」（
２
０
１
０
〜
11
年
）

な
ど
の
補
助
事
業
が
相
次
い
で
実
施
さ
れ
る
。

２００８年

「
低
層
の
公
共
建
築
物
」は
原
則
木
造
化

 「
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
」
が
制
定
さ
れ
、

低
層
の
公
共
建
築
物
は
原
則
す
べ
て
木
造
化
し
、
内
装

も
木
質
化
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
「
公
共

建
築
木
造
工
事
標
準
仕
様
書
」
が
２
０
１
３
年
に
発
行

さ
れ
た
。

２０１０年

「
大
規
模
木
造
建
築
物
」の
た
め
の
技
術
革
新

　
木
造
化
・
木
質
化
の
た
め
の
技
術
革
新
を
促
す
事
業

が
「
木
の
ま
ち
整
備
促
進
事
業
」（
２
０
１
０
〜
11
年
）、

「
木
造
建
築
技
術
先
導
事
業
」（
２
０
１
２
年
）。
木
造
化
・

木
質
化
に
よ
る
掛
か
り
ま
し
費
用
を
補
助
。

「
住
生
活
基
本
計
画
」で
木
造
住
宅
供
給
の
促
進

　
２
０
２
０
年
ま
で
の
「
住
生
活
基
本
計
画
（
全
国
計

画
）」
の
中
で
、「
良
質
な
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
」
の
一
つ
と

し
て
「
木
造
住
宅
供
給
の
促
進
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
施

策
と
し
て
は
、「
木
材
安
定
供
給
の
た
め
の
加
工
・
流
通

体
制
の
整
備
の
推
進
」、「
木
造
住
宅
の
設
計
者
、
技
能

者
の
育
成
」
な
ど
。

２０１１年

「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」

　
地
域
の
①
原
木
供
給
、②
製
材
・
集
成
材
製
造
・
合
板

製
造
、③
建
材
流
通
、④
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
、⑤
設
計
、⑥

施
工
の
関
連
事
業
者
が
緊
密
な
連
携
体
制
を
作
り
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
「
地
域
型
住
宅
」
を
供
給
す
る
取

り
組
み
を
支
援
。
グ
ル
ー
プ
の
共
通
ル
ー
ル
に
基
づ
い

た
「
木
造
の
長
期
優
良
住
宅
」
の
建
設
に
補
助
金
給
付
。

２０１２年

「
木
造
３
階
建
て
共
同
住
宅
」解
禁

　
建
築
基
準
法
改
正
で
、
準
防
火
地
域
で
「
木
造
３
階

建
て
共
同
住
宅
」
の
建
設
が
可
能
に
な
っ
た
。

１９９８年

建
築
基
準
の「
性
能
規
定
化
」施
行

 「
建
築
基
準
法
改
正
」
で
、
性
能
規
定
化
が
行
わ
れ
た
。

特
定
の
工
法
・
材
料
・
寸
法
な
ど
の
仕
様
に
よ
る
規
制

か
ら
、一
定
の
性
能
を
満
た
せ
ば
、
多
様
な
材
料・設
備
・

２０００年

構
造
方
法
を
採
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
防
火
、

避
難
関
係
規
定
を
大
幅
に
見
直
し
た
。

防
火
地
域
内
で
の「
木
造
４
階
建
て
」が
可
能
に

　
２
０
０
４
年
に
枠
組
壁
工
法
、
２
０
０
６
年
に
在
来

軸
組
工
法
の
「
木
造
耐
火
建
築
物
」
が
認
定
。
防
火
地

域
内
で
の
木
造
共
同
住
宅
や
４
階
建
て
建
築
物
な
ど
の

建
設
が
可
能
に
な
っ
た
。

２００４年

「新たに住宅を建てたり、買ったりする場合、
 どんな住宅を選びたいか」

出典：「森林と生活に関する世論調査」（2011年内閣府）
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非木造住宅
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わからない

●主な不採択理由
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地域型住宅の特徴がはっきりしない

グループ活動の特徴がはっきりしない

グループの合意形成プロセスが不明確

規約や会則の内容が不十分で継続性に疑義

適用申請書の大部分が他のグループと同一

大手事業者の影響力が強く独立性を持たない

グループ内の特定の１社が主導している

実績などから長期優良住宅の供給が疑わしい
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実績などから長期優良住宅の供給が疑わしい

「地域型住宅ブランド化事業」（2012 年度）

●応募と採択状況

採択
478
グループ

不採択
262
グループ

応募
740
グループ

第１回
363
グループ

第２回
115
グループ

第１回
229
グループ

第２回
33
グループ

第２回148グループ
第１回592グループ

（7.7％）

●採択グループ結成年

第１回 第２回

2010年以前設立
110グループ
（30.3％）

2010年以前設立
27グループ
（23.5％）

2011年設立
28グループ 2011年設立

10グループ
（8.7％）

2012年設立
225
グループ
（62.0％）

（67.8％）

2012年設立
78グループ363

グループ
115
グループ

国土交通省住宅局
住宅生産課
木造住宅振興室

上
あ げ

森
も り

康幹氏

「
木
造
」
躍
進
の
時
代
へ

２
０
１
３
年
度
は
地
域
材
利
用
の

20
万
円
上
乗
せ
休
止

「
木
造
の
振
興
」は

国
の
重
要
な
施
策

「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業
」が
果
た
す
役
割

●地域型住宅ブランド化事業評価事務局  http://www.chiiki-brd.jp/ 

（
本
稿
の
内
容
は
４
月
30
日
時
点
の
も
の
で
す
）

may 2013 23 May 2013



割
合
を
提
示
し
た
場
合
、
供
給
体
制
が
間
に
合
わ

な
い
心
配
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
ま
た
、
県
産
材
の

使
用
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
で
、
工
務
店
に
と
っ

て
制
度
が
使
い
に
く
く
な
る
こ
と
も
懸
念
し
た
。

　

交
付
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
材
選
定
に
対

す
る
理
解
に
国
と
若
干
の
相
違
が
あ
っ
た
が
、
事

務
局
は
何
度
も
交
渉
を
重
ね
、
県
産
材
を
主
要
構

造
部
に
一
部
使
う
こ
と
で
落
ち
着
い
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
に
参
加
す
る
に
当
た
り
、
事

務
局
で
は
各
工
務
店
に
「
現
在
、
ど
こ
か
ら
プ
レ

カ
ッ
ト
や
建
材
を
納
入
し
て
い
る
か
」
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て

欲
し
い
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
、
建
材
流
通
会
社
の
希

望
を
聞
い
た
。
工
務
店
か
ら
の
要
望
を
元
に
、
各

社
に
グ
ル
ー
プ
入
会
の
声
を
か
け
た
結
果
、
多
く

の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

い
つ
も
利
用
し
て
い
る
納
入
先
の
方
が
、
工
務

店
も
仕
事
が
や
り
や
す
い
と
い
う
配
慮
か
ら
だ
。

グ
ル
ー
プ
化
に
よ
る
囲
い
込
み
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
本
来
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
地

域
の
同
業
者
と
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
、
地
域
が
活
性
化
し
た
こ
と
が
、
大
き

な
収
穫
だ
っ
た
と
い
う
。

 

「
今
回
は
６
月
初
旬
の
応
募
締
め
切
り
、
８
月
の

採
択
決
定
、
第
１
期
の
交
付
申
請
締
め
切
り
が
10

月
初
旬
ま
で
と
、
非
常
に
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
し
た
。
工
務
店
さ
ん
も
利
用
し
に
く
い
面
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
事
務
局
担

当
の
奥
野
氏
だ
。
応
募
時
に
は
多
く
の
地
域
型
住

宅
の
供
給
希
望
が
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
交

付
申
請
と
受
注
や
工
期
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
、

認
可
枠
を
こ
な
す
の
に
苦
労
し
た
が
、
認
可
枠
の

95
％
と
な
る
41
戸
の
交
付
申
請
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
も
ま
た
「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
」
に
は
参
加
し
た
い
意
向
だ
が
、
グ
ル
ー
プ
自
体

は
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
の
補
助
金
を
目
的
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
今
後
は
、
国
の
施
策
の
情

報
を
会
員
に
流
し
た
り
、
勉
強
会
や
講
演
会
を
開

い
た
り
と
、
地
域
活
性
化
の
た
め
、
活
動
の
範
囲
と

頻
度
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

査
機
関
ご
と
に
作
成
。
性
能
表
示
の
実
施
に
い
く

ら
か
か
る
の
か
分
か
り
に
く
い
、
と
い
う
工
務
店

か
ら
の
声
に
応
え
た
。

　

さ
ら
に
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
た
。
約

半
数
の
工
務
店
が
長
期
優
良
住
宅
を
手
が
け
た
こ

と
が
な
い
中
、
具
体
的
な
指
導
の
時
間
が
な
か
っ

た
た
め
、
申
請
関
連
は
設
計
グ
ル
ー
プ
が
受
け
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
図
面
な
ど
の
提
出
で
、
長
期

優
良
住
宅
と
性
能
表
示
の
計
算
か
ら
書
類
作
成
、

申
請
ま
で
を
代
行
す
る
流
れ
が
出
来
上
が
っ
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
で
建
て
る
住
宅
と
一
般
住
宅

の
手
数
料
の
差
額
は
、
45
万
円
く
ら
い
だ
。
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
若
干
か
か
る
が
、
固
定
資
産
税

や
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
な
ど
で
は
、
長
期
優
良
住
宅

 

「
選
ば
れ
る
こ
と
が
第
一
」
と
会
員
は
説
得
で
き

た
が
、
実
施
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
待
ち
構
え
て

い
た
。
性
能
表
示
は
長
期
優
良
住
宅
と
同
様
、
時

間
と
お
金
、
そ
し
て
手
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。
そ

れ
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
、
事
務
局
は
さ
ま
ざ
ま
な

準
備
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
事
業
で
申
請
・
設
計
部
門
担
当
の
駒
田

氏
は
、「
性
能
表
示
で
一
番
や
っ
か
い
な
の
は
現
場

写
真
が
膨
大
に
な
る
こ
と｣

と
言
う
。
そ
こ
で
撮

影
指
示
機
能
が
搭
載
さ
れ
た
「D

o! Photo

」
を

活
用
し
た
。「D

o! Photo

」
は
会
が
所
属
す
る
住

活
協
（
住
宅
産
業
地
域
活
性
化
協
議
会
）
の
推
奨

す
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
こ
に
性
能
表
示
に
必
要

な
撮
影
箇
所
を
プ
ラ
ス
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

撮
影
箇
所
を
評
価
機
関
に
問
い
合
わ
せ
、
一
覧
表

に
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
参
加
会
員
に
渡
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
機
関
手
数
料
と
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

に
伴
う
手
数
料
の
一
覧
表
を
、
会
が
委
託
す
る
審

も
「
私
た
ち
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

参
加
者
が
理
解
し
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
で
し

た
。
で
す
か
ら
評
価
委
員
会
の
先
生
方
に
は
、
つ

ま
ら
な
い
内
容
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）｣

と
語
る
。
会
員
に
確
実
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
た
た
め
、
１
回
目
の
募
集
で
は
採
択
さ

れ
な
い
可
能
性
も
覚
悟
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
だ
わ
り
の
背
景
に
は
、
鳥
取
・
島
根
両
県

の
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
実
績
が
、
全
国
で
も

低
い
水
準
に
あ
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
た
だ

で
さ
え
長
期
優
良
住
宅
の
認
知
度
が
低
い
の
で
、

制
度
利
用
促
進
を
最
優
先
に
す
る
と
い
う
判
断
で

あ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
地
域
材
の
選
定
だ
っ
た
。
何
度

も
検
討
を
重
ね
、
地
域
材
は
国
の
定
め
る
定
義
に

従
い
、
鳥
取
と
島
根
の
県
産
材
、
外
材
も
含
む
合

法
木
材
と
し
、工
務
店
は
そ
の
範
囲
内
で
何
を
使
っ

て
も
よ
い
と
し
た
。

　

県
産
材
の
割
合
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
、
高
い

　

群
馬
の
地
域
材
を
使
用
し
た
「
ぐ
ん
ま
の
家

『
優ゆ

う

馬ま

』」
で
採
択
を
受
け
た
「
群
馬
す
て
き
な
家

づ
く
り
の
会
」
は
、
瀧
澤
和
也
会
長
の
も
と
、
平

方
木
材
株
式
会
社
が
事
務
局
を
担
当
し
、
グ
ル
ー

プ
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
一
番
大
変
だ
っ

た
の
は
、
仕
様
に
関
す
る
共
通
ル
ー
ル
に
「
住
宅

性
能
表
示
」
の
実
施
を
加
え
た
こ
と
だ
と
い
う
。

 

「
長
期
優
良
住
宅
だ
け
で
も
大
変
な
の
だ
か
ら
、

性
能
表
示
ま
で
は
い
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
声

が
最
初
は
多
か
っ
た
で
す
」
と
伊
藤
氏
。
事
務
局

が
そ
こ
を
あ
え
て
押
し
通
し
た
の
は
、「
確
実
に
採

択
さ
れ
る
こ
と
」
を
最
優
先
と
し
た
か
ら
だ
。

　

事
業
募
集
当
初
、
各
都
道
府
県
で
１
～
２
グ

ル
ー
プ
の
採
択
と
い
う
う
わ
さ
が
流
れ
て
い
た
。

県
産
材
を
使
う
だ
け
で
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
の

差
が
出
な
い
。
し
か
し
、
第
三
者
機
関
の
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
る
性
能
表
示
を
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
、
差

別
化
が
図
れ
る
と
考
え
た
。

　

住
活
協
の
山
陰
地
域
支
部
と
し
て
設
立
さ
れ
た

「
山
陰
す
て
き
な
家
づ
く
り
の
会
」
は
、
工
務
店
だ

け
で
90
社
、
全
体
で
延
べ
１
５
３
社
が
集
ま
る
大

所
帯
だ
。
グ
ル
ー
プ
内
に
「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン

ド
化
対
策
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業
に
応
募
し
た
。

　

事
務
局
の
株
式
会
社
ミ
ヨ
シ
産
業
は
、
古
く
か

ら
地
域
活
性
化
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
活
発

に
行
っ
て
き
た
建
材
流
通
会
社
だ
。
同
社
の
谷
野

社
長
は
、
事
務
局
担
当
者
に
指
示
を
一
つ
だ
け
出

し
た
。
そ
れ
は
「
取
引
先
全
員
が
参
加
で
き
る
共

通
ル
ー
ル
づ
く
り｣

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

 

「
共
通
ル
ー
ル
の
内
容
を
あ
ま
り
複
雑
に
す
る
と
、

採
択
さ
れ
て
も
実
施
が
大
変
に
な
り
ま
す
」
と
谷

野
社
長
。「
難
し
す
ぎ
る
」
と
、
工
務
店
が
補
助

金
を
利
用
し
て
く
れ
な
い
こ
と
が
一
番
困
る
。
共

通
ル
ー
ル
は
会
員
が
理
解
し
や
す
く
、
使
い
や
す

い
形
で
設
定
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
の
申
請
責
任
者
の
谷
野
部
長

の
ほ
う
が
有
利
と
な
る
。
ま
た
、
地
震
保
険
の

割
引
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
ま

で
含
め
た
長
期
優
良
住
宅
の
メ
リ
ッ
ト
を
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
に
適
切
に
提
案
で
き
る
よ
う
、
会
員
の

意
識
改
革
と
営
業
ツ
ー
ル
の
確
立
を
今
後
、
目
指

し
て
い
き
た
い
と
い
う
。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
補

助
金
な
し
で
も
、「
ぐ
ん
ま
の
家
『
優
馬
』」
ブ
ラ

ン
ド
を
推
進
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
加
入
で
会
員
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
け
れ

ば
、
グ
ル
ー
プ
は
継
続
し
な
い
。
直
接
的
に
は
受
注

に
つ
な
が
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
グ
ル
ー
プ

化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
さ
ま
ざ
ま
作
り
出
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
や

製
材
工
場
見
学
、
森
林
ツ
ア
ー
な
ど
、
消
費
者
と

触
れ
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
１
社
で
は
難
し
い

催
事
も
、
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
め
ば
可
能
と
な
る
。

　

会
長
の
瀧
澤
氏
は
「
横
の
繋

が
り
が
少
な
い
建
築
業
界
で
、

み
ん
な
が
同
じ
方
向
を
向
い
て

協
力
し
て
い
る
こ
と
が
一
番
の
収

穫
」
と
語
る
。
伊
藤
氏
も
「
グ

ル
ー
プ
の
構
成
員
が
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
に
直
接
発
信
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
作
れ
た
の
が

大
き
な
メ
リ
ッ
ト｣

と
述
べ
る
。

イベントなどで
配布する会の
パンフレット

■ 「群馬すてきな家づくりの会」
  グループ構成員

「
群
馬
す
て
き
な
家
づ
く
り
の
会
」

「
山
陰
す
て
き
な
家
づ
く
り
の
会
」

共
通
ル
ー
ル
に
し
た「
住
宅
性
能
表
示
」の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

「
取
り
組
み
や
す
さ
」を
重
視
し
た
共
通
ル
ー
ル
で
応
募

●グループ代表
株式会社瀧澤興業
専務取締役 
瀧澤和也 氏  

株式会社ミヨシ産業
代表取締役社長 
谷野 豊 氏  

●事務局担当
平方木材株式会社
取締役部長
伊藤晃一 氏  

●交付申請担当
株式会社ミヨシ産業
取締役環境事業部長
谷野利宏 氏  

●申請・設計担当
平方木材株式会社
設計課
駒田篤次 氏  

●事務局担当
株式会社ミヨシ産業
総務課課長
奥野圭一郎 氏  

確
実
な
採
択
の
た
め
に

高
い
ハ
ー
ド
ル
を
設
定

成功の
ポイント

1
取
り
組
み
や
す
さ
に
こ
だ
わ
る

成功の
ポイント

1

工
務
店
の
負
担
を
軽
く
す
る

サ
ポ
ー
ト
体
制

成功の
ポイント

2
地
域
材
は
県
産
材
に
こ
だ
わ
ら
ず

施
工
者
の
選
択
に
任
せ
る

成功の
ポイント

2

長
期
優
良
住
宅
を
推
進
す
る

営
業
ツ
ー
ル

成功の
ポイント

3
工
務
店
が
希
望
す
る
建
材
流
通
・

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
仲
間
に

成功の
ポイント

3

グ
ル
ー
プ
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を

打
ち
出
す

成功の
ポイント

4
「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」

は
一
つ
の
通
過
点

成功の
ポイント

4

第
１
回
事
例
に
学
ぶ
採
択
の
ポ
イ
ン
ト

地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

2 １

原木供給者 １社
製材事業者 ５社
建材流通事業者 ２社
プレカット工場 ２社
設計事務所 ４社
中小工務店 ４２社

■ 「山陰すてきな家づくりの会」
  グループ構成員

原木供給者 １１社
製材事業者 １８社
建材流通事業者 １１社
プレカット工場 ５社
設計事務所 １２社
中小工務店 ９０社
その他（資材メーカーなど） ６社

補助金配分額

2000
万円

相当戸数
20戸

消化率
100％

補助金配分額

4300
万円

相当戸数
43戸

消化率
95％

may 2013 45 May 2013



 

「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
は
、
地
域
材
の
需

要
を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
森
林
の
適
正
な

整
備
と
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
農
山
漁
村
地
域
の
振
興
に
も
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
と
な
る
工
事
な
ど
の
内
容
は
、
以
下
の
３
つ

と
な
り
ま
す
。

①	

木
造
住
宅
の
新
築
、
増
築
ま
た
は
購
入

②	

床
、
内
壁
お
よ
び
外
壁
の
木
質
化
工
事

③	

木
材
製
品
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

購
入

　

こ
の
う
ち
、
①
と
②
に
つ
い
て
は
２
０
１
３
年

４
月
１
日
～
２
０
１
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事

着
手
（
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
あ
る
い
は
根
切

り
工
事
、杭
打
ち
工
事
の
着
手
を
含
む
）し
た
も
の
、

表２  内装・外装木質化工事で付与されるポイント

床

内
壁

外
壁

＊床、内壁は9㎡以上、外壁は10㎡以上
＊合計ポイント上限は30万ポイント

新築 ９㎡ 2.1万ポイント
以降３㎡増えるごとに７千ポイントを加算

９㎡ ３万ポイント
以降３㎡増えるごとに1万ポイントを加算

９㎡ 1.5万ポイント
以降３㎡増えるごとに５千ポイントを加算

９㎡ 2.1万ポイント
以降３㎡増えるごとに７千ポイントを加算

10㎡ 1.5万ポイント
以降10㎡増えるごとに1.5万ポイントを加算

10㎡ 7千ポイント
以降10㎡増えるごとに７千ポイントを加算

リフォーム

新築

リフォーム

木質系
外壁材

新規
外壁材

新築 /
リフォーム

●木材利用ポイント事務局ホームページ  http://mokuzai-points.jp/

「木材利用ポイント事業」
	スタート

と
い
う
期
限
を
設
け
て
い
ま
す
。
③
に
関
し
て
は
、

今
年
７
月
１
日
の
購
入
か
ら
適
用
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
対
象
と
な
る
工
法
と
し
て
、
対
象
地
域
材

（
表
１
）
を
主
要
構
造
材
な
ど
に
過
半
使
用
し
た
「
木

造
軸
組
工
法
」、「
丸
太
組
構
法
」、「
枠
組
壁
工
法
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

　
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
木
材
利
用
ポ
イ

ン
ト
が
取
得
で
き
る
住
宅
は
、
地
域
材
の
利
用
拡
大

等
に
取
り
組
む
「
登
録
事
業
者
」
が
施
工
し
た
も
の

に
な
る
点
で
す
。
住
宅
施
工
事
業
者
は
、
工
事
を
行

う
都
道
府
県
の
協
議
会
（
複
数
の
都
道
府
県
で
工
事

を
行
う
場
合
は
各
都
道
府
県
の
協
議
会
ま
た
は
全
国

事
務
局
）
に
、
事
業
者
認
定
申
請
を
行
う
必
要
が
あ

　

ポ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
交
換
で
き
る
商
品
と
し
て

は
、
地
域
の
農
林
水
産
品
や
商
品
券
、
木
材
利
用

ポ
イ
ン
ト
対
象
工
事
以
外
の
木
材
を
使
用
し
た
工

事
費
へ
の
充
当
（
即
時
交
換
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
商
品
券
や
即
時
交
換
な
ど
は
、
ポ
イ
ン

ト
の
50
％
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林

の
利
活
用
を
推
進
す
る
「
森
林
づ
く
り
・
木
づ
か

い
活
動
」
に
対
す
る
寄
附
、
被
災
地
へ
の
寄
附
な

ど
に
も
交
換
が
可
能
で
す
。

　

本
事
業
に
対
す
る
予
算
額
は
４
１
０
億
円
と

な
っ
て
お
り
、
１
年
と
い
う
実
施
期
限
の
中
で
反

応
を
見
極
め
、
そ
の
後
の
取
扱
い
が
検
討
さ
れ
る

予
定
で
す
。
地
域
材
の
需
要
拡
大
と
と
も
に
、
施

主
に
と
っ
て
は
お
得
な
、
そ
し
て
登
録
事
業
者
に

と
っ
て
は
販
売
促
進
に
つ
な
が
る
事
業
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
本
ペ
ー
ジ
の
情
報
は
４
月
26
日
時
点
の
も
の
で
す
。

　
最
新
情
報
は
随
時
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

大正生れの和建築、
出雲の旧大社駅舎

り
ま
す
。
申
請
の
受
付
期
間
は
２
０
１
３
年
５
月
31

日
ま
で
で
、
申
請
書
は
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

取
得
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
新
築
や
増
築
、
建

て
売
り
購
入
の
場
合
で
一
棟
当
た
り
30
万
ポ
イ
ン

ト
（
特
定
被
災
地
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
は

50
万
ポ
イ
ン
ト
）。
内
装
や
外
装
の
木
質
化
工
事
の

場
合
は
、
一
定
面
積
以
上
で
最
大
30
万
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
す
（
表
２
）。
つ
ま
り
、新
築
、増
築
の
場
合
、

主
要
構
造
材
と
内
装
・
外
装
に
地
域
材
を
用
い
る
こ

と
で
、
最
大
60
万
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
の
申
請
は
、
住
宅
の
購
入
者
で
あ
る

施
主
、
あ
る
い
は
登
録
事
業
者
が
代
理
で
行
う
こ

と
も
可
能
で
す
。
申
請
に
は
、
登
録
事
業
者
が
発

行
す
る
「
工
事
証
明
書
」、
主
要
構
造
材
な
ど
で
使

用
す
る
対
象
地
域
材
の
「
産
地
・
樹
種
に
関
す
る

表
示
写
真
」、「
竣
工
写
真
」
な
ど
の
書
類
が
必
要

と
な
り
、
こ
れ
ら
を
郵
送
す
る
か
、
各
都
道
府
県

の
申
請
窓
口
に
持
参
す
る
形
に
な
り
ま
す
。

木造新築・増築、購入、
リフォームで利用

工事着手は
２０１４年３月３１日までに

地域材を主要構造材に
過半使用

木質化工事は床・内壁９㎡以上、
外壁10㎡以上

取得できる住宅は
「登録事業者」の施工に限定

申請は施主または登録事業者

表１  対象地域材
産地などが証明される木材

＊合法木材であれば外材も含まれる

都道府県などによる産地証明

あらかじめ定める樹種

スギ、ヒノキ、カラマツ、
トドマツ、アカマツ、
クロマツ、リュウキュウマツ
及びアスナロ

事業目的に適切と
認められる樹種

認証された森林から産出

「ガイドライン」（林野庁）で合法性が証明

農山漁村地域の経
済に対して大きな
波及効果があるこ
とが明らかな樹種

ポ
イ
ン
ト
発
行
に
は

事
前
の「
事
業
者
登
録
」が
必
要

申
請
に
は「
地
域
材
に
関
す
る

表
示
写
真
」な
ど
を
添
付

ポ
イ
ン
ト
を
森
林
保
全
や

被
災
地
支
援
に
も
利
用
可
能

林野庁林政部木材利用
課長　阿部勲氏

２０１３年４月1日から、林野庁による
「木材利用ポイント事業」が開始となっ
た。木造住宅の新築工事やリフォーム時
の木質化工事などに対し、施主にポイン
トを付与するもので、１ポイントを１円相
当に換算して地域の農林水産品などと交
換できる。林野庁林政部木材利用課長
の阿部勲氏に、その概要をうかがった。

●木材利用ポイント事業の概要

全国事務局

施工
会社流通店

都道府県
協議会

対象
資材
メーカー

申請
窓口

交換商品提供事業者対象地域材

施主

①
登
録

④
ポ
イ
ン
ト

　発
行

建
築
材
料
登
録

登録
建築材料

供
給
事
業
者
登
録

②
施
工
販
売

③
ポ
イ
ン
ト

　申
請

⑤
交
換

　申
請

⑥
交
換
申
請
情
報

⑦
商
品

　発
送
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結
び
の
神
で
有
名
な
出
雲
大
社
。
神
々
が
出
雲

へ
出
か
け
て
留
守
に
な
る
と
い
う
神
無
月
（
旧

暦
の
10
月
）
も
出
雲
で
は
神か

み

在あ
り

月
で
あ
り
、
全

国
の
神
様
が
集
ま
り
縁
結
び
の
会
議
が
開
催
さ
れ
る
ら
し

い
。
現
在
60
年
振
り
の
遷
宮
の
最
中
で
、
５
月
10
日
に
は
新

た
な
本
殿
へ
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

大お
お

神か
み

様
が
遷
座
さ
れ
、
後
に
は
祝
賀

行
事
が
続
く
。

　

今
で
は
こ
こ
へ
の
参
拝
に
は
車
を
使
う
方
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
ひ
と
昔
前
ま
で
は
鉄
道
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

当
時
、
出
雲
大
社
の
表
玄
関
だ
っ
た
大
社
駅
は
、
中
央
棟

を
中
心
に
両
翼
を
延
ば
し
た
左
右
対
称
の
細
長
い
駅
舎
で
、

正
面
か
ら
見
る
と
平
等
院
鳳
凰
堂
を
彷
彿
さ
せ
る
純
和
風
な

建
物
で
あ
る
。
横
幅
が
約
36
ｍ
、
奥
行
き
が
約
12
ｍ
の
木
造

平
屋
瓦
葺
で
、
屋
根
裏
の
骨
組
み
は
ト
ラ
ス
構
造
を
採
用
。

垂
直
な
柱
に
筋
交
い
を
入
れ
て
三
角
形
を
組
み
合
わ
せ
る
ト

ラ
ス
構
造
に
よ
っ
て
、
こ
の
大
き
な
屋
根
を
支
え
て
い
る
。

　

屋
根
に
は
鴟し

尾び

、
懸げ

魚ぎ
ょ

な
ど
の
装
飾
が
取
り
付
け
ら
れ
、

瓦
に
は
亀
や
汽
車
の
動
輪
が
装
飾
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
設

計
者
丹
羽
光
雄
ら
関
係
者
の
遊
び
心
が
楽
し
い
。
壁
は
漆

喰
仕
上
げ
で
、
腰
下
部
分
は
板
張
り
で
あ
る
。
待
合
室
の
趣

の
あ
る
格
天
井
に
は
和
風
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
格
調
高
い
駅
舎
に
は
、
鉄
道
で
来
る
参
拝
者
が
く
ぐ

る
最
初
の
鳥
居
の
よ
う
な
役
割
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
１
９
１
２
年
（
明
治
45
年
）に
国
鉄
大
社
線
の
駅
と
し
て
現

在
あ
る
も
の
の
約
半
分
の
広
さ
の
木
造
平
屋
建
て
駅
舎
で
開

業
し
、
１
９
２
３
年
に
山
陰
線
が
全
通
し
て
か
ら
は
利
用
者

が
大
き
く
増
大
し
た
た
め
駅
舎
改
築
が
決
ま
り
、
翌
年
に
完

成
。
以
後
長
ら
く
活
況
を
呈
し
た
。
し
か
し
、そ
の
後
の
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
鉄
道
利
用
者
が
減
少
し
、
大
社
線
は

１
９
９
０
年
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
町
民
の
思
い
出
の
こ
も
っ
た

駅
舎
は
地
元
の
国
鉄
Ｏ
Ｂ
会
に
管
理
を
任
さ
れ
、
２
０
０
４

年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
築
造
か
ら
90

年
近
く
経
つ
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
状
態
が
良
く
、
今
し
も
列

車
が
到
着
し
、
人
び
と
が
降
車
す
る
姿
が
浮
か
ん
で
来
る
。

縁

写真２点とも：Toshiyuki	Tsukamoto

大正生れの和建築、
出雲の旧大社駅舎

一般社団法人建設コンサルタンツ協会 会誌編集担当  塚本敏行

ｖｏｌ.4

島根県
簸川郡大社町

【  こうき - しん  】

旧大社駅外観

島根県簸
ひ

川
か わ

郡
大社町

7 May 2013



京都府宇治市槙島町目川70−1■ 本　社

2002年■ 創　業

29名■ 従業員

5350万円■ 資本金

２億5000万円■ 売上高

衣類再現加工
■ 事業内容

株式会社 ハッピー

て
、
衣
類
を
で
き
る
限
り
新
品
の
状
態
に
復
元
す

る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
そ
の
点
で
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と

は
似
て
非
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
だ
が
、
違
い
は
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
ハ
ッ
ピ
ー
は
店
舗
を
持
た
な
い
。

顧
客
は
衣
類
を
着
払
い
の
宅
配
便
で
送
り
、
宅

配
便
で
受
け
取
る
。
衣
類
一
点
当
た
り
の
平
均
単

価
は
５
千
円
程
度
で
、
客
単
価
は
２
万
円
に
も
な

る
。
一
般
的
な
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
単
価
が

３
０
０
円
か
ら
５
０
０
円
だ
か
ら
、
価
格
設
定
は

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
10
倍
以
上
で
あ
る
。
何
か
ら
何

ま
で
常
識
破
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
が
、
顧
客

か
ら
は
強
い
支
持
を
得
て
い
る
。

 

「
こ
れ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
お

客
さ
ま
は
５
万
人
に
の
ぼ
り
、
う
ち
半
数
が
リ

ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
お
気
に
入
り
の
服

を
長
く
着
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
』『
主

人
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
大
事
な
服
の
傷
み
が

と
れ
た
』。
私
た
ち
は
店
舗
も
営
業
マ
ン
も
持
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
お
客
さ
ま
の
満
足
が

次
の
お
客
さ
ま
の
ご
紹
介
に
つ
な
が
り
、
サ
ー
ビ

ス
を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」

　

高
額
に
も
か
か
わ
ら
ず
引
き
合
い
が
絶
え
な
い

の
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が
極
め
て
高
く
、
か
つ

一
定
で
あ
る
点
だ
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
支
え

て
い
る
の
が
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
仕
組
み

化
さ
れ
た
独
自
の
作
業
工
程
で
あ
る
。

 

「
そ
の
時
々
で
結
果
が
変
わ
っ
て
は
真
の
サ
ー
ビ

す
。
そ
の
カ
ル
テ
を
も
と
に
、
お
客
さ
ま
に
お
電

話
し
、
こ
だ
わ
り
や
好
み
を
う
か
が
い
な
が
ら
作

業
内
容
を
確
認
、
内
容
が
決
ま
っ
た
ら
実
際
の
作

業
に
入
り
ま
す
。
採
寸
や
ボ
タ
ン
外
し
な
ど
の
工

程
を
経
て
、
衣
類
を
洗
浄
現
場
に
送
り
ま
す
。
仕

上
げ
の
段
階
で
は
、
洗
う
前
の
寸
法
や
画
像
を
見

て
、
縮
み
や
変
形
を
丹
念
に
補
正
し
ま
す
。
検
品

の
段
階
で
少
し
で
も
問
題
が
あ
れ
ば
、
戻
し
て
や

り
直
し
と
な
り
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
の
作
業
が
カ

ル
テ
に
記
録
さ
れ
ま
す
」

ス
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
常
に
同
じ
結
果
を
お
客
さ

ま
に
約
束
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
私
た
ち
が
考
え
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
そ
こ
で
全
て
の
作
業
を
分
解
す

る
の
と
同
時
に
、
各
作
業
の
量
と
質
を
徹
底
的
に

見
え
る
化
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
す
べ
て
の
衣
類
は
、
電
子
カ
ル
テ
で
管

理
さ
れ
ま
す
。
カ
ル
テ
に
は
衣
類
の
種
類
、
素
材
、

状
態
、
届
い
た
と
き
の
画
像
な
ど
が
登
録
さ
れ
ま

　

衣
服
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
汚
れ

を
落
と
す
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
技
術
は
、
19

世
紀
前
半
に
フ
ラ
ン
ス
で
発
明
さ
れ
て
以
降
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
新
し
い
産
業
を
大
き
く
発
展

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で

は
皮
脂
や
化
粧
品
な
ど
の
油
脂
系
の
汚
れ
を
落

と
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
醤
油
や
ワ
イ
ン
と
い
っ

た
水
性
の
汚
れ
を
落
と
す
こ
と
は
難
し
い
。
と
は

い
え
、
そ
う
し
た
汚
れ
を
水
洗
い
で
落
と
そ
う
と

す
る
と
、
衣
服
を
痛
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
難
問
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
が
、

株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
の
橋
本
英
夫
社
長
で
あ
る
。

 

「
従
来
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
は
、
い
わ
ば
家
事
代

行
業
で
す
。
衣
類
を
洗
っ
て
プ
レ
ス
し
て
返
却
す

る
の
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
す
べ
て
で
あ
り
、
仮
に
汚
れ

が
落
ち
な
く
て
も
『
落
ち
ま
せ
ん
で
し
た
』
と
言

え
ば
済
ん
で
し
ま
う
。
つ
ま
り〝
結
果
〟で
は
な
く
、

〝
作
業
〟
で
料
金
を
頂
い
て
い
た
わ
け
で
す
。

　

私
は
『
キ
レ
イ
に
な
っ
た
』
と
お
客
さ
ま
に
喜

ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
胸
を
張
っ
て
対
価
を
頂
き

た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
事
に
し

て
い
る
服
が
美
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
、
長
く

着
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ら
、
き
っ
と
そ
れ
に
見

合
う
お
金
を
払
っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ま
は
必
ず
い

る
は
ず
だ
と
い
う
確
信
も
あ
り
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ツ
を
１
枚
洗
っ
た
ら
◯
◯
円
と
い
う
洗
濯

代
行
の
ま
ま
で
は
、
い
つ
か
そ
の
役
割
は
労
働
単

価
の
安
い
国
に
、
あ
る
い
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
と
っ
て

替
わ
ら
れ
る
。
そ
う
な
っ
た
ら
こ
の
業
界
に
未
来

は
な
い
。
こ
の
問
題
意
識
が
10
年
と
い
う
長
い
年

月
の
試
行
錯
誤
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

洗
浄
方
法
を
見
直
し
た
り
、
洗
剤
を
見
直
し
た

り
と
様
々
な
こ
と
を
試
し
た
結
果
、『
無
重
力
バ

ラ
ン
ス
洗
浄
法
』
と
い
う
独
自
の
技
術
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
般
の
家
庭
の
よ
う
に

洗
濯
ド
ラ
ム
で
水
洗
い
を
し
な
が
ら
、
衣
服
を
一

切
痛
め
な
い
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
方
法
で
す
。

ス
ー
ツ
も
着
物
も
、
こ
の
方
法
で
洗
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。『
ケ
ア
メ
ン
テ
』
と
私
た
ち
が
呼
ん
で
い

る
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、こ
の
技
術
が
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
」

 

「
ケ
ア
メ
ン
テ
」
は
、
汚
れ
を
徹
底
的
に
落
と
す

だ
け
で
は
な
く
、
丹
念
な
仕
上
げ
や
補
修
に
よ
っ

代表取締役

橋本英夫さん

Ｉ
Ｔ
を
フ
ル
に
活
用
し

作
業
品
質
を
顧
客
満
足
に
つ
な
げ
る

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
常
識
を
破
る

「
ケ
ア
メ
ン
テ
」
と
い
う
モ
デ
ル

作
業
品
質
が
サ
ー
ビ
ス
品
質
と

顧
客
満
足
度
に
つ
な
が
る

　

従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
作
業
も
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ

て
徹
底
的
に
仕
組
み
化
さ
れ
て
い
る
。
従
業
員
に

は
、
作
業
内
容
、
実
績
、
習
熟
度
に
応
じ
て
、
目

標
と
な
る
作
業
ポ
イ
ン
ト
が
個
別
に
与
え
ら
れ
て

お
り
、
作
業
現
場
で
各
人
ご
と
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
表
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
作
業
の
様
子
は
す
べ
て

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

 

「
労
働
管
理
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
発
想
は
む
し
ろ
逆
で
す
。
作
業
を

見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
と
の
違
い
、

昨
日
の
自
分
と
の
違
い
が
明
確
に
な
り
、
従
業
員

に
も
と
も
と
あ
る
『
向
上
し
た
い
』
と
い
う
気
持

ち
を
刺
激
す
る
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
技
術
も

サ
ー
ビ
ス
品
質
も
自
然
に
向
上
し
て
い
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
技
術
が
上
が
れ
ば
給
料
に
も
反
映
し
ま

す
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
従
業
員
一
人
ひ
と

り
が
目
標
を
定
め
、
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
る
こ
と
で
す
」

　

サ
ー
ビ
ス
分
野
の
生
産
額
は
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
70
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
の
進
化
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
成
長

の
鍵
に
な
る
と
橋
本
氏
は
話
す
。

 

「
サ
ー
ビ
ス
に
は
形
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
Ｉ
Ｔ

化
、
仕
組
み
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
が

こ
れ
ま
で
の
常
識
で
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は

サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
化
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
業

務
や
時
間
を
価
格
に
す
る
の
で
は
な
く
、
価
値
を

ど
う
納
得
し
て
い
た
だ
き
、
価
格
に
し
て
い
く
か
。

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
業
に
は
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

汚れの内容などお客様に丁寧にカウンセリングしたのち、
メンテナンスに取りかかる

汚れの状態やサイズを〝診察〟し、カルテを作成する

水中で疑似無重力状態を作る「無重力バランス洗浄機」

水
洗
い
不
可
の
衣
類
も
、
無
重
力
バ
ラ
ン
ス
洗
浄
な
ら
繊
維
を
傷
め
な
い

株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー

無重力洗浄 従来の水洗い

衣類だけでなく靴やカバンといった皮製品も
美しく修復する

before

after

ケアメンテグローバルスタンダード

価値を創造する
コア技術

安心を提供する
カウンセリング

品質を保証する
ITシステム

お

客

様

信頼

安心

信用

ケアメンテサービス
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美濃建設株式会社
「外観・内観パース」で納得のプレゼン

 

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

は
、
国
土
交
通
省
・
厚
生
労
働
省
所
管

の
「
高
齢
者
住
ま
い
法
」
の
改
正
に
よ

り
、
２
０
１
１
年
10
月
か
ら
登
録
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
新
し
い
高
齢
者
向
け

住
宅
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
高
齢
者
の

住
ま
い
に
ふ
さ
わ
し
い
構
造
を
備
え
、

ケ
ア
の
専
門
家
に
よ
る
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

居
住
で
き
る
賃
貸
住
宅
で
あ
る
。

　

登
録
基
準
に
は
、
住
宅
は
床
面
積
が

原
則
25
㎡
以
上
、
便
所
・
洗
面
設
備
な

ど
の
設
置
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
る
こ

と
。
サ
ー
ビ
ス
は
、
少
な
く
と
も
安
否

確
認
・
生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
。
契
約
に
関
し
て
は
、
高
齢
者

の
居
住
の
安
定
が
図
ら
れ
た
契
約
で
あ

り
、
前
払
家
賃
な
ど
の
返
還
ル
ー
ル
や

保
全
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
」
と
し
て
登
録
さ
れ

ゴールデンウィーク初日、近所のホームセンターに出かけました。目的はグリーンカーテン用の
苗木と土ですが、面白いものがあふれていて、私にとっては遊園地よりも魅力的です。結局	
目移りしすぎて時間切れ、出直すことにしました。２日目は図書館へ。予約していた本が届くと
メールで連絡してくれるので、便利です。寝転がっての読書も休日気分を盛り上げてくれます。	
観光だけがＧＷじゃない、と行動半径２キロ程度の安上がりな休日を満喫しました。	（編集員S）

広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部（三枝・齋藤）
kenzai-monthly@sfc.co.jp

２
０
１
３
年
度「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
整
備
事
業
」募
集
開
始

る
住
宅
及
び
併
設
す
る
高
齢
者
生
活

支
援
施
設
の
新
築
や
改
修
（
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
）
に
対
し
て
、費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
整
備
事
業
の
今
年
度
の
募

集
を
開
始
し
た
。

　

応
募
に
際
し
て
は
、「
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
」
が
登
録
済
み
で
あ

る
こ
と
が
必
須
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

募
集
期
間
は
、
２
０
１
３
年
４
月

10
日
か
ら
２
０
１
４
年
２
月
28
日
ま
で

（
２
０
１
３
年
度
予
算
成
立
後
、
正
式

確
定
）。
応
募
申
請
書
の
受
付
、
問
い

合
わ
せ
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
整
備
事
業
事
務
局
ま
で
。　

通信

編集室より
編

後

集

記

＊このコーナーに登場してくださる方募集中。困りごと解決します！  ●JHOPに関するお問い合わせ先：サービスサポートセンター TEL 03-3769-2619

今月のニュース

建物のイメージが一目瞭然のパース図でお客様も納得

最新のCAD機能が低価格で利用可能
ＪＨＯＰ
導入の成果

美濃建設

2

■ 

問
い
合
わ
せ
先

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

整
備
事
業
事
務
局

〒
１
１
３-

０
０
３
３

東
京
都
文
京
区
本
郷
１-

28-

10　

本
郷
Ｔ
Ｋ
ビ
ル
５
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３-

５
８
０
５-

２
９
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３-

５
８
０
５-

２
９
７
８

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w

.koreisha.jp/

要件

※住宅の改修は、共用部分及び加齢対応構造
など（バリアフリー化）に係る工事に限る。

※高齢者生活支援施設の例：デイサービス、
訪問介護事業所、居宅介護支援事業所、
診療所、訪問看護事業所など
※高齢者生活支援施設を合築・併設する場
合は、新築・ 改修費にも補助

「サービス付き高齢者向け住宅」
として登録

補助率

新築 1/10 （上限100万円/戸）
改修 1/3 （上限100万円/戸）

●住宅

新築 1/10 （上限1,000万円/施設）
改修 1/3 （上限1,000万円/施設）

●高齢者生活支援施設

 「美濃建設（岐阜県中津川市）」は、JHOP 
CAD Proを1年半ほど前から利用してい
る。導入の決め手は、コストパフォーマン
スの良さからだ。
 「一般の設計専用のCADシステムはかな
り高額で、最低限の機能を揃えるだけで
も120 万~130万円はかかります。それな
ら必要なときに必要なだけ利用し、その都
度課金されるシステムの方が、はるかに合
理的だということで、導入を決めました」と 
語るのは、工事部一課長の田口重樹氏。
　コストの面だけでなく、平面図や展開図
の作成などが簡単にできるので、仕事の 
スピードもアップした。
　設計と現場を担当する田口氏は、プレ
ゼンテーション用のパース出力を頻繁に

利用する。「建物の雰囲気を具体的に確認
したい」というお客様に、まず 3Dの外観 
パースや内観パースを見ていただく。すると 

「イメージがとてもよく分かった」と納得さ
れ、仕事がスムーズに進むという。
　さらに「JHOP CAD Proのよさは、新
しい機能がどんどん追加され、それが利
用できることです｣ と田口氏。一般の CAD
システムのようにバージョンアップのたびに
ライセンス料金の発生がなく、いつでも最
新機能が低価格で利用できる。このことも
大きなメリットの一つだという。
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1,831
69,625
24,879
25,986

407
20,184
9,576

10,495
61,918
9,538
1,684
4,432

80
3,342

39,637
31,819

390
20,326
10,944

74
85

公共
民間

持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建

民間資金

公的資金

公営住宅
住宅金融支援機構住宅
都市再生機構住宅
その他住宅

木造

非木造

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

992
1,495
1,892
3,729
△80

△3,054
△3,467

341
955

1,532
901
276
80

275
3,910

△1,423
132

△1,532
△85
11
51

118.2
2.2
8.2

16.8
△16.4
△13.1
△26.6

3.4
1.6

19.1
115.1

6.6
-

9.0
10.9
△4.3
51.2
△7.0
△0.8
17.5

150.0

△79
4,938
2,544
2,518
△142
△61
△865
792

5,162
△303
△38
38
80

△383
4,025
834

△460
△174
1,394

30
44

△4.1
7.6

11.4
10.7

△25.9
△0.3
△8.3
8.2
9.1

△3.1
△2.2
0.9

-
△10.3
11.3
2.7

△54.1
△0.8
14.6
68.2

107.3

839
68,130
22,987
22,257

487
23,238
13,043
10,154
60,963
8,006
783

4,156
0

3,067
35,727
33,242

258
21,858
11,029

63
34

672
68,617
23,561
24,649

285
20,794
10,067
10,561
60,957
8,332
636

4,303
0

3,393
37,307
31,982

271
19,117
12,473

36
85

1,243
74,701
26,748
27,451

301
21,444
10,516
10,858
66,425
9,519
1,208
4,791

0
3,520

43,552
32,392

301
18,973
13,017

50
51

71,456新　  設　   住　  宅　   計 2,487 3.6 4,859 7.3 68,969 69,289 75,944

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

３月
対前月比

（%）
対前年同月比

（%）
２月 １月 １２月

366

455

316

10

1,146

’02年度

506

373

459

334

8

1,174

’03年度

529

367

467

349

9

1,193

’04年度

542

353

518

370

9

1,249

’05年度

545

356

538

383

9

1,285

’06年度

556
312

431

283

10

1,036

’07年度

506

311

445

11

273

1,039

’08年度

493
287

311

164

775

13
’09年度

437

309

292

212

819

7
’10年度

464

305

841

290

8

239

’11年度

466

317

893

321

6

250

’12年度

493

2012年 2013年
６月 ７月３月 ４月 ５月 10月

12,546

11,157

11月

12,590

11,501

12月

11,856

10,258

2012年
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月３月 ４月 ５月

2012年 2013年 2013年
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月３月 ４月 ５月

7,710

8,497

7,876

9,410

7,834

10,534

8,655

11,524

9,162

12,211

８月

9,658

11,361

９月

9,515

11,024

１月

11,710

8,158

２月

9,801

7,296

３月

9,520

9,389

2012年度
新設住宅着工戸数
893,002戸。
前年比
プラス6.2％で
３年連続の増加。

新設住宅
着工戸数の推移
（総戸数、利用関係別）

貸家
持家

分譲
給与
木造

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

千戸

550

600

650

500

450

400

350

300

千戸

利用関係別戸数 木造戸数

2×4、プレハブ戸数

プレハブ
2×4

総数
貸家

分譲マンション 前年同月比持家
分譲戸建

14
12
10
8
6
4
2
0

千戸

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

千戸 千戸 総数
50

45

40

35

30

25

20

千戸
30.0

20.0

10.0

0

-10.0

-20.0

-30.0

％

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

△は減2013年３月の新設住宅着工戸数

建材マンスリー資料室
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